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論文審査の結果の要旨 
 中橋真穂氏の研究の原点にあるのは、アメリカの大学において日本語を学習するアメリカ人学生の学習動機を解明
したいという思いであった。そこから量的調査、及び、質的調査を通して日本語学習動機を解明する研究を行うわけ
であるが、本論文のユニークな点は、アメリカ人の日本語学習動機の研究を、アメリカの歴史や社会構造、文化及び
言語政策と接合させて展開していったところにある。 
 本論文は９章から構成されている。 
 序論である第１章につづいて、第２章においては、人種差別や強制収容所と行った苦難を経験しながら「モデル・
マイノリティ」として社会的地位を確立していく１００年以上にわたる日系アメリカ人の歴史を辿るとともに、アメ
リカの言語・文化政策の変遷、日本語教育の実情、そして日本語学習動機を調査データや先行研究から概観している。
これらの概観をもとに筆者は４つの調査を実施しており、第３章では、アメリカの中学校２校での異文化理解教育に
関するアンケート・インタビュー・フィールドワーク調査の結果とその分析を詳述し、第４章では、アメリカのS大学
での日本語を学習する大学生に対して行った日本語学習動機に関するアンケート調査結果について述べている。第５
章では、日系４世アメリカ人に対してS大学で実施したEIQ(Ethnic Identity Questionnaire)調査結果と、先行研究の
３世までのEIQ調査結果を対照して、世代間の行動様式や価値観の変化について多角的に検討している。第６章では、
S大学で日本語学習経験のある日系アメリカ人４世と非日系アメリカ人に対する半構造化インタビュー調査の実施対
象者や方法について詳述し、そのデータから、第７章では日系アメリカ人４世４人について、第８章では非日系アメ
リカ人５人について、それぞれのライフストーリーを構築し、分析することによって、彼らの周辺環境、日本語とエ
スニック・アイデンティティの関係などを当事者の視点から明らかにした。第９章では、第４章の日本語学習動機に
関するアンケート結果と照らしながら日系アメリカ人４世と非日系アメリカ人のライフストーリーを比較した結果、
日本語学習動機や学習過程、教師の捉え方に日系アメリカ人と非日系アメリカ人で違いが認められるとし、その原因
がエスニック・アイデンティティによる影響であることを明らかにした。そして、アメリカが多文化社会へと移行し、
異文化理解教育が実施される中で、被調査者のライフストーリーにエスニック・グループを超えた幅広い交流や異文
化への寛容な態度が表出し、それぞれのエスニック・アイデンティティは「個性」と尊重されながらも時と場合に応
じた流動的なエスニック・アイデンティティが構築されていくのだと結論づけた。 
 本論文は、日系アメリカ人が辿った歴史、多文化社会へ移行しつつあるアメリカにおける中等教育の調査、EIQによ
る調査と先行データとの比較を通して世代間の意識の動向、さらに日系アメリカ人４世と非日系アメリカ人のインタ
ビュー調査によるライフストーリー構築から導かれた分析結果を有機的に結び合わせて、日系４世の日本語学習動機
の解明にとどまるのではなく、彼らのエスニシティについての意識やアメリカや日本の文化に対する認識までも明ら
かにしている。もっとも、壮大なテーマを扱う論文ではえてして細部の詰めが甘くなるが、本論文も例外ではない。
また、本論の日系４世に関する分析結果は、調査対象が限定されているために全般的な傾向とは言い難い。しかしな
がら、それらの欠点はまた発展の契機ともなりうるし、その意味で中橋氏の場合さらなる発展が大いに期待できる。 
 このように本論文は、アメリカの大学の日本語クラスを受講する学生の学習動機の解明にとどまらず、日系アメリ
カ人論でもあり、さらにアメリカにおけるエスニシティやアメリカ文化研究としても評価できる研究である。 
 以上のように、本論文は、博士（言語文化学）の学位論文として十分に価値あるものと認める。 
 
 
